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令和４年度学校保健統計調査結果（確報値） 

和歌山県の概要 
 

1. 学校保健統計調査について 
この調査は、学校保健安全法により毎年定期的に行われている健康診断の結果に基づき、学校におけ

る幼児、児童及び生徒の発育及び健康の状態を明らかにし学校保健行政上の基礎資料を得ることを目

的に、統計法に基づく基幹統計調査として文部科学省が毎年実施しています。 

 調査の範囲は、国立、公立、私立の幼稚園（幼保連携型認定こども園を含む）、小学校（義務教育学

校の第１学年～６学年を含む）、中学校（義務教育学校の第７学年～９学年を含む）、高等学校のうち、

文部科学大臣があらかじめ指定する学校（以下「調査実施校」という。）としており、調査の対象は、

調査実施校に在籍する満５歳から 17 歳（令和４年４月１日現在）までの幼児、児童及び生徒（以下「児

童等」という。）の一部としています。調査事項は発育状態（身長、体重）と健康状態（疾病・異常の

有無）であり、発育状態調査については、年齢別、男女別に系統抽出法により対象児童等を抽出し、健

康状態調査については、調査実施校の在学者全員を対象としています。 

  

2. 和歌山県の調査対象数 

 
※年齢は、令和４年４月１日現在の満年齢です。 

※幼児、児童、生徒総数は令和４年度学校基本調査結果によります。 

※調査対象者は、幼稚園（幼保連携型認定こども園を含む）については５歳児のみで、高等学校につ

いては満 18 歳以上の生徒及び通信制課程の生徒は除きます。 

  

発育状態 健康状態

93,101       148校（園） 12,302      49,950      

幼 稚 園 ５歳 3,304         28園 880          1,348        
１年生 ６歳 6,966         875          3,194        

２年生 ７歳 7,117         881          3,313        
３年生 ８歳 7,052         880          3,234        

４年生 ９歳 7,377         876          3,349        
５年生 10歳 7,580         879          3,375        

６年生 11歳 7,507         877          3,375        
計 43,599       5,268        19,840      

１年生 12歳 7,687         1,341        4,270        

２年生 13歳 7,964         1,351        4,505        
３年生 14歳 8,001         1,364        4,486        

計 23,652       4,056        13,261      
１年生 15歳 7,684         698          5,294        

２年生 16歳 7,457         698          5,151        
３年生 17歳 7,405         702          5,056        

計 22,546       2,098        15,501      

24校

38校

58校

年　齢

合　　計

調査実施校
（園）数

幼児、児童、
生徒総数（人）

調査対象者数（人）

小 学 校

中 学 校

高等学校

学校種別 学　年
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3. 利用上の注意 

(1）調査結果の公表 

本集計結果は、文部科学省から公表された「令和４年度学校保健統計（学校保健統計調査報告書）」

のうち、和歌山県分について取りまとめたものです。 

 

(2) 表中の符号について 

「-」…計数がない場合 

「△」…数値が減少、又は負の数の場合 

「0.0」…計数が単位未満の場合 

「…」…調査対象とならなかった場合 

「X」…標本サイズが小さい、又は標準誤差が大きいため統計数値を公表しない場合 

 

(3) 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う対応 

令和４年度については、令和２年度及び令和３年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響に

より、例年４月１日から６月 30 日に実施される健康診断について当該年度末までに実施することと

なったため、学校保健統計調査においても調査期間を年度末まで延長することとなりました。 

このため、本集計結果は、成長の著しい時期において測定時期を異にしたデータを集計したものと

なっており、過去の数値と単純比較することはできません。 
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【 発 育 状 態 】 

 

１ 和歌山県の児童・生徒の体格（平均値） 

 

(1) 身長 （表１、図１－１～２） 

男子の身長は、８歳、10歳、15 歳及び 17歳を除く各年齢で全国平均を下回るか同等の数値となっ

ています。 

女子の身長は、７歳及び 15 歳を除く各年齢で全国平均を下回るか同等の数値となっています。 

 

(2) 体重 （表１、図１－３～４） 

男子の体重は、10 歳及び 12 歳から 15 歳を除く各年齢で全国平均を下回るか同等の数値となって

います。 

女子の体重は、12 歳、14 歳、15 歳及び 17 歳を除く各年齢で全国平均を下回る数値となっていま

す。 

 

表１ 発育状態調査結果 

 

 

身　長 （単位：㎝）

和歌山 全国 差 和歌山 全国 差
A B A-B A B A-B

幼稚園 ５歳 110.5 111.1 △ 0.6 110.1 110.2 △ 0.1
６歳 117.0 117.0 0.0 115.5 116.0 △ 0.5
７歳 122.9 122.9 0.0 122.3 122.0 0.3
８歳 128.7 128.5 0.2 127.4 128.1 △ 0.7
９歳 133.9 133.9 0.0 133.9 134.5 △ 0.6
10歳 139.8 139.7 0.1 141.2 141.4 △ 0.2
11歳 145.9 146.1 △ 0.2 147.7 147.9 △ 0.2
12歳 153.6 154.0 △ 0.4 152.0 152.2 △ 0.2
13歳 160.9 160.9 0.0 154.8 154.9 △ 0.1
14歳 165.6 165.8 △ 0.2 156.3 156.5 △ 0.2
15歳 168.9 168.6 0.3 157.5 157.2 0.3
16歳 169.2 169.9 △ 0.7 157.6 157.7 △ 0.1
17歳 171.0 170.7 0.3 158.0 158.0 0.0

小学校

中学校

高等学校

男子 女子
区分

体　重 （単位：㎏）

和歌山 全国 差 和歌山 全国 差
A B A-B A B A-B

幼稚園 ５歳 19.2 19.3 △ 0.1 18.9 19.0 △ 0.1
６歳 21.7 21.8 △ 0.1 21.1 21.3 △ 0.2
７歳 24.3 24.6 △ 0.3 23.9 24.0 △ 0.1
８歳 27.8 28.0 △ 0.2 27.0 27.3 △ 0.3
９歳 31.5 31.5 0.0 30.8 31.1 △ 0.3
10歳 35.9 35.7 0.2 34.9 35.5 △ 0.6
11歳 39.6 40.0 △ 0.4 40.4 40.5 △ 0.1
12歳 45.9 45.7 0.2 44.9 44.5 0.4
13歳 50.7 50.6 0.1 46.9 47.7 △ 0.8
14歳 55.2 55.0 0.2 50.0 49.9 0.1
15歳 59.8 59.1 0.7 51.6 51.2 0.4
16歳 59.9 60.7 △ 0.8 51.7 52.1 △ 0.4
17歳 62.5 62.5 0.0 53.0 52.5 0.5

女子

小学校

中学校

高等学校

区分
男子
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図１－１ 年齢別身長の全国との比較（男子） 

 

 

 

図１－２ 年齢別身長の全国との比較（女子） 
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図１－３ 年齢別体重の全国との比較（男子） 

 

 

 

図１－４ 年齢別体重の全国との比較（女子） 
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参考１ 平成 16 年度生まれ（令和４年度 17 歳）の者の年間発育量  

 

(1) 身長 （参考表１、参考図１－１） 

平成 16 年度生まれ（令和４年度 17歳）の年間発育量を見ると、男子は 11 歳、12 歳時に最大の発

育量を示しています。女子は 10 歳時に最大の発育量を示しています。 

 

(2) 体重 （参考表１、参考図１－２） 

平成 16 年度生まれ（令和４年度 17歳）の年間発育量を見ると、男子、女子ともに 11歳時に最大

の発育量を示しています。 

 

参考表１ 平成 16 年度生まれ（令和４年度 17 歳）の者の年間発育量 

 

※年間発育量とは、例えば、平成 16 年度生まれ（令和４年度 17 歳）の「５歳時」の年間発育量は、平成 23

年度調査６歳の者の身長・体重から平成 22 年度調査５歳の者の身長・体重を引いた数値です。 

※表の網掛け部分は、５歳時から 16 歳時のうち最大の年間発育量を示しています。 

※令和２年度から令和４年度の集計結果については、調査時期の影響が含まれるため、14 歳時から 16 歳時

の年間発育量は参考値となりますので、御注意ください（Ｐ２「3.利用上の注意」(3)参照）。 

 

 

  

 

 

 

 

 

和歌山 全　国 和歌山 全　国 和歌山 全　国 和歌山 全　国

60.1 60.0 48.2 48.2 43.6 43.5 34.5 33.9

幼 稚 園 　　５歳時 5.4 5.9 5.7 5.8 2.3 2.3 2.3 2.2

　　６歳時 6.0 5.8 5.6 6.0 2.5 2.7 2.8 2.7

　　７歳時 6.0 5.8 6.5 5.7 3.4 3.1 3.3 2.9

　　８歳時 5.2 5.4 6.0 6.1 3.8 3.3 3.2 3.4

　　９歳時 5.1 5.3 5.9 6.7 3.4 3.6 3.5 4.1

　１０歳時 6.2 6.3 6.7 6.7 4.0 4.4 4.6 5.1

　１１歳時 7.3 7.6 5.6 5.0 5.7 5.6 5.6 4.6

　１２歳時 7.3 7.0 2.9 3.1 5.0 4.8 3.6 3.6

　１３歳時 5.5 5.6 1.4 1.6 4.5 5.3 2.7 2.9

　１４歳時 3.7 3.4 1.0 0.8 5.6 4.8 1.2 1.1

　１５歳時 1.5 1.0 0.6 0.4 2.5 1.6 1.0 1.1

　１６歳時 0.9 0.9 0.3 0.3 0.9 2.0 0.7 0.2

中 学 校

高等学校

総発育量

男　子 女　子

小 学 校

体重（㎏）

女　子

身長（㎝）

区　分 男　子
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参考図１－１ 平成 16 年度生まれ（令和４年度 17 歳）の者の年間発育量（身長） 

 

参考図１－２ 平成 16 年度生まれ（令和４年度 17 歳）の者の年間発育量（体重） 
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参考２ 親の世代（30 年前の平成４年度の数値）との比較  

 

(1) 身長 （参考表２、参考図２－１～２） 

和歌山県の令和４年度の身長を親の世代（30年前の平成４年度の数値）と比較すると、男子では、

５歳及び 16 歳を除く各年齢で 30 年前の平均身長を上回る数値となっており、最も差が大きいのは

12 歳で 1.9 ㎝高くなっています。 

女子では、６歳、14歳、16 歳及び 17 歳を除く各年齢で 30 年前の平均身長を上回るか同等の数値

となっており、最も差が大きいのは 10歳で 1.4 ㎝高くなっています。 

 

(2) 体重 （参考表２、参考図２－１～２） 

和歌山県の令和４年度の体重を親の世代と比較すると、男子では、５歳、15 歳及び 16 歳を除く各

年齢で 30 年前の平均体重を上回るか同等の数値となっており、最も差が大きいのは 11 歳で 1.9 ㎏

重くなっています。 

女子では、６歳及び 13 歳から 16 歳を除く各年齢で 30 年前の平均体重を上回っています。また、

最も差が大きいのは 16歳で 1.1 ㎏軽くなっています。 

 

参考表２ 親の世代である 30 年前（平成４年度調査）との比較 

 

 
※令和４年度の集計結果については、調査時期の影響が含まれるため、30 年前の平成４年度の数値と 

の比較は参考値となりますので、御注意ください（Ｐ２「3.利用上の注意」(3)参照）。 

身　長 （単位：㎝）

令和4年度 平成4年度 差 令和4年度 平成4年度 差

A B A-B A B A-B
幼 稚 園 　　５歳 110.5 110.8 △ 0.3 110.1 110.0 0.1

　　６歳 117.0 116.3 0.7 115.5 116.0 △ 0.5
　　７歳 122.9 122.2 0.7 122.3 121.7 0.6
　　８歳 128.7 128.0 0.7 127.4 127.2 0.2
　　９歳 133.9 132.9 1.0 133.9 133.0 0.9
　１０歳 139.8 138.6 1.2 141.2 139.8 1.4
　１１歳 145.9 144.3 1.6 147.7 146.9 0.8
　１２歳 153.6 151.7 1.9 152.0 151.6 0.4
　１３歳 160.9 159.4 1.5 154.8 154.8 0.0
　１４歳 165.6 165.1 0.5 156.3 156.9 △ 0.6
　１５歳 168.9 168.7 0.2 157.5 157.2 0.3
　１６歳 169.2 169.5 △ 0.3 157.6 157.8 △ 0.2
　１７歳 171.0 170.7 0.3 158.0 158.3 △ 0.3

女　子

小 学 校

中 学 校

高等学校

区　分
男　子

体　重 （単位：㎏）

令和4年度 平成4年度 差 令和4年度 平成4年度 差

A B A-B A B A-B
幼 稚 園 　　５歳 19.2 19.3 △ 0.1 18.9 18.8 0.1

　　６歳 21.7 21.3 0.4 21.1 21.2 △ 0.1
　　７歳 24.3 23.9 0.4 23.9 23.5 0.4
　　８歳 27.8 27.4 0.4 27.0 26.7 0.3
　　９歳 31.5 30.1 1.4 30.8 30.1 0.7
　１０歳 35.9 34.1 1.8 34.9 34.2 0.7
　１１歳 39.6 37.7 1.9 40.4 39.7 0.7
　１２歳 45.9 44.6 1.3 44.9 44.2 0.7
　１３歳 50.7 49.7 1.0 46.9 47.5 △ 0.6
　１４歳 55.2 55.2 0.0 50.0 50.1 △ 0.1
　１５歳 59.8 60.0 △ 0.2 51.6 51.9 △ 0.3
　１６歳 59.9 60.8 △ 0.9 51.7 52.8 △ 1.1
　１７歳 62.5 62.1 0.4 53.0 52.6 0.4

高等学校

男　子 女　子

小 学 校

中 学 校

区　分
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参考図２－１ 親の世代である 30 年前（平成４年度調査）との比較（男子） 

 

 

参考図２－２ 親の世代である 30 年前（平成４年度調査）との比較（女子） 
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２ 肥満傾向児及び痩身傾向児の出現率 

 

(1) 肥満傾向児 （表２、図２－１） 

肥満傾向児の出現率は、男子では、５歳から７歳を除く各年齢で10％を超えており、10歳で15.94％

と最も高くなっています。また、５歳、10歳及び 12 歳から 15 歳で全国値を上回っています。 

女子では、９歳及び 12 歳で 10％を超えており、12 歳で 11.84％と最も高くなっています。また、

６歳、９歳、12 歳、14歳及び 17 歳で全国値を上回っています。 

 

(2) 痩身傾向児 （表２、図２－２） 

痩身傾向児の出現率は、男子では、５歳から８歳を除く各年齢で１％を超えており、16歳で 5.60％

と最も高くなっています。また、８歳、９歳、13歳及び 15歳を除く各年齢で全国値を上回っていま

す。 

女子では、５歳から７歳を除く各年齢で１％を超えており、12 歳で 4.33％と最も高くなっていま

す。また、６歳、７歳、13歳及び 16歳を除く各年齢で全国値を上回るか同等の数値となっています。 

 

表２ 肥満傾向児及び痩身傾向児の出現率 

 

※肥満・痩身傾向児については、性別、年齢別、身長別標準体重から肥満度（過体重度）を算出し、肥満度が 20％以上

の者を肥満傾向児、－20％以下の者を痩身傾向児としています。 

肥満度（過体重度） 

＝〔実測体重（㎏）－身長別標準体重（㎏）〕／身長別標準体重（㎏）×100（％） 

 

※身長別標準体重（㎏）＝ａ×実測身長（㎝）－ｂ 

 

出典：公益財団法人日本学校保健会『児童生徒等の健康診断マニュアル（平成 27 年度改訂）』 
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図２－１ 肥満傾向児の出現率 

 

 

図２－２ 痩身傾向児の出現率 
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【 健 康 状 態 】 

 

１ 学校区分別 主な疾病・異常被患率等について  （表３） 

 

(1) 裸眼視力 1.0 未満 

裸眼視力 1.0 未満の者の割合は、小学校 36.6％、中学校 55.1％となっており、全国値を下回って

います。 

(2) 眼の疾病・異常 

眼の疾病・異常の者の割合は、幼稚園 2.1％、小学校 8.1％、中学校 9.1％、高等学校 5.2％となっ

ており、全ての学校区分で全国値を上回っています。 

(3) 鼻・副鼻腔疾患 

鼻・副鼻腔疾患の者の割合は、幼稚園 0.1％、小学校 9.9％、中学校 12.7％、高等学校 4.3％と

なっており、中学校のみ全国値を上回っています。 

(4) むし歯（う歯） 

むし歯（う歯）の者の割合は、幼稚園 19.7％、小学校 37.2％、中学校 25.3％、高等学校 37.7％

となっており、小学校のみ全国値を上回っています。 

(5) アトピー性皮膚炎 

アトピー性皮膚炎の者の割合は、幼稚園 0.7％、小学校 2.2％、中学校 2.0％、高等学校 1.3％と

なっており、全ての学校区分で全国値を下回っています。 

(6) ぜん息 

ぜん息の者の割合は、幼稚園 0.3％、小学校 1.3％、中学校 0.7％、高等学校 1.2％となっており、

全ての学校区分で全国値を下回っています。 

 

２ 年齢別 疾病・異常被患率等について （表４－１～３） 

  「裸眼視力 1.0 未満」の者の割合について、小学校では 11歳が最も高く、中学校では 14歳が最も高

くなっています。また、「むし歯（う歯）」の者の割合について年齢別に見ると、９歳が最も高くなって

います。 
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表３ 主な疾病・異常被患率等の推移 

 

※「 X 」は、標本サイズが小さい等のため、統計数値を公表しておりません。 

 ※なお、令和４年度の数値について、いずれの項目も調査時期の影響が含まれるため、令和２年度、３年

度に引き続き過去の数値と単純な比較はできません（Ｐ２「3.利用上の注意」(3)参照）。 
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